
 

  

地域支援事業の実績 （令和7年度） 

 

１ 一般介護予防事業 

⑴ 介護予防普及啓発事業 

高齢者が元気でいきいきと生活し、要介護状態にならないようにするため、交流

センター等で介護予防講座を開催するとともに、いきいき百歳体操実施団体を支援

した。 

介護予防等講座   開催回数    167回  参加延人数  2,119人 

いきいき百歳体操    実施団体数  111団体 

⑵ 地域介護予防活動支援事業  

地域で行われる介護予防活動の推進及び支援のため、介護予防地域活動支援事業

補助金を交付し、(福)磐田市社会福祉協議会を通じて助成を行った。（サロン活動へ

の助成） 

助成団体 166団体 

 

２ 生活支援体制整備事業 

生活支援コーディネーターの配置 

地域の社会資源のコーディネート機能を果たす「生活支援コーディネーター」を配

置し、高齢者の生活支援・介護予防サービスの提供体制構築の推進を図った。 

生活支援コーディネーター（第１層）  2人 

生活支援コーディネーター（第２層） 11人  

 

3 認知症総合支援事業 

⑴ 認知症に関する普及啓発活動 

医療関係者、地区社会福祉協議会、地域包括支援センター等が協働し、認知症フ

ォーラムの開催や認知症予防のチラシの配布等、認知症に関する知識の普及・啓発

を行った。 

⑵ 認知症高齢者等の事前登録及び認知症高齢者等個人賠償責任保険事業 

本人、家族等の同意を得た認知症高齢者等を事前登録し、見守りのための「見守

りオレンジシール」を配布した。また、事前登録者を対象に認知症高齢者等個人賠

償責任保険事業を実施した。 

事前登録者 219人  保険加入者 209人  

⑶ 認知症施策推進協議会 

    認知症施策推進計画に関することなどについて検討した。 

 

４ 在宅医療・介護連携推進事業 

⑴ 在宅医療・介護連携に関する施策の検討 

磐田市医師会、磐周歯科医師会、磐田薬剤師会、地域包括支援センター、市民代

表等による「在宅医療・介護連携推進協議会」において、高齢者実態調査の調査項

目やシズケアささえあい連携シートの活用について検討した。 

開催回数 ２回 
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⑵ 在宅医療・介護連携に関する相談支援  

医療・介護関係者からの医療・介護連携等に関する相談を受け付けた。 

相談件数 ２件 

⑶ 地域への普及啓発 

地域包括支援センターによる在宅医療、看取りに関する講座や「包括だより」で普

及啓発をした。 

開催回数 24回  参加者 807人 

  

５ 家族介護・自立支援事業 

⑴ 認知症サポーター養成講座 

認知症を正しく理解してもらい、認知症の人やその家族を支援するため、住民、

企業及び学生等を対象に、認知症サポーター養成講座を開催した。 

開催回数 30回  参加人数 756人  累計 22,702人 

⑵ 高齢者等紙おむつ購入費助成事業 

健康衛生の保持と介護者の経済的負担の軽減を図ることを目的とし、前年度市民

税非課税世帯で、介護保険の要支援・要介護に認定された方又はこれと同程度で、

在宅で生活し常時おむつを使用する方に対し、紙おむつ購入費の助成を行った。 

交付者数 1,166人 

⑶ 介護相談員派遣事業 

介護サービスの利用者等の疑問や不安等の解消及び事業所における介護サービス

の質的な向上を図るため、介護相談員が介護サービス事業所を訪問し利用者等から相

談を受け、事業所へ伝達する活動を実施した。 

介護相談員 8人   

⑷ 食の自立支援事業 

食の確保が困難な在宅の高齢者の健康の増進と自立、生活の質の確保と安否確認

のため、配食サービスを実施した。 

利用者数 255人  延配食数 17,154食 

⑸ 一人暮らし高齢者等緊急通報システム相談事業 

在宅生活をおくる高齢者の精神的不安を解消するため、医療・健康相談に、緊急

通報システムの機能の一部により24時間フリーダイヤルで対応した。 

相談機能付システム設置台数 232台 

 

6 成年後見制度利用支援事業 

  認知症等で成年後見制度を利用している高齢者本人が、生活保護などで資力が基準以

下の場合に、成年後見人等へ支払う報酬額を助成するもの。 

    助成件数：22件 助成金額：2,771,507円 
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